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【 論文 】

教科横断的指導によるコンピテンシー育成に関する研究

山　田　丈　美
愛知教育大学大学院・静岡大学大学院教育学研究科共同教科開発学専攻

要約
　本研究では、人間理解に関わるコンピテンシー育成をめざし、教科横断的指導を手だてとする授業とカリキュラム
について検討した。具体的には、合科的指導として行った国語科と図画工作科の実践 2例について、教科横断的指導
としての効果検証を試みた。1 例目の実践では、言語と絵画を学習教材として、二次元（面）の静的な動作から四次
元（空間・時間を含む）の動的な動作化へと児童らが自発的に学習活動を発展させた。1例目をふまえ、四次元での
動作化に重点を置いて授業構成した 2例目の実践では、人物の動作に関わる言語及び絵画を対応させる事前テストと
事後テストの結果において有意差が見られ、授業効果が確認できた。以上の実践 2例から、国語科と図画工作科の教
科横断的指導が人間理解に関わるコンピテンシー育成に効果を及ぼすことが明らかになった。その結果を基に、本稿
最後に、人間理解へのアプローチをテーマとする教科横断的なカリキュラムモデルを提示した。

キーワード
　教科横断的指導、コンピテンシー、カリキュラム・マネジメント、国語科、図画工作科

Ⅰ．問題及び目的
　平成 29 年（2017 年）3月に公示された小学校の新学
習指導要領と現行学習指導要領（平成 20 年告示・道徳
改訂反映後）との比較対照表によると、総則「第 1　小
学校教育の基本と教育課程の役割」における「教育の目
的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な
視点で組み立てていくこと」の記述や、「第 2　教育課
程の編成」での「教科等横断的な視点に立った資質・能
力の育成」が「新設」（対応する現行規定がない場合）
の項目として示されている①。「教科等」は、各教科、
道徳科、外国語活動、総合的な学習の時間及び特別活動
を指している。教科等横断的な視点での教育課程の改善
に関し、「カリキュラム・マネジメントに努める」こと
が新たに加えられている②。以上は、今回の改訂の重要
なポイントと言える。
　従前の学習指導要領でも、教科等横断的な視点に関わ
る言及がなされてきた。教科内においては、昭和 52 年
（1977 年）から「合科的な指導」が、平成 10 年（1998 年）
からは「合科的・関連的な指導」として推進されてきた。
また、平成 10 年（1998 年）から、教科外の領域として
「総合的な学習の時間」が設けられ、「総合的な学習の時
間においては、各学校は、地域や学校、児童の実態等に
応じて、横断的・総合的な学習や児童の興味・関心等に
基づく学習など創意工夫を生かした教育活動を行う」③

ことが示された。新学習指導要領でもそれらの方向性に

変更はない。「教科等横断的な指導」と「合科的・関連
的な指導」との関係については、新学習指導要領解説総
則で「教育課程全体を見渡して教科等間の連携を図った
指導を行い、教科等横断的な指導を推進していくための
具体的な工夫として、合科的・関連的な指導を進めるこ
とを示している。」④との説明が加わった。これらのこ
とから、新学習指導要領における「教科等横断的な指導」
は、「合科的・関連的指導」や「総合的学習」を含む包
括的な指導概念ということができる。本研究では、これ
までの「合科的指導」の研究をふまえ、新たな「教科等
横断的な視点」に立脚し、「何を学ぶか」「どのように学
ぶか」、それによりどのような資質・能力を育成するか
にかかわる研究を行うことにする。そこには「カリキュ
ラム・マネジメント」が関わってくる。
　田熊・秋田（2017）は、カリキュラムに関わる最新の
動向として、「新しい学力観」や「カリキュラムデザイン」
について 6つのトレンドを示し、第 2のトレンドとして
「カリキュラム編成の重点が、教える内容、すなわち『コ
ンテンツ』から『コンピテンシー』へと、その焦点が変
わってきたこと」、第 4のトレンドには「教科横断的コ
ンピテンシーに対する要求の高まり」⑤を挙げている。
「コンピテンシー（competency）」の概念は経済協力開
発機構（OECD）の DeSeCo プロジェクトによって示さ
れ、「目標を実現するために必要な能力」と認知されて
きている。特に鍵となるキー・コンピテンシーは、3つ
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のカテゴリーに分類されている⑥。その中の「カテゴリー
１　相互作用的に道具を用いる」のコンピテンシーの内
容として、「Ａ　言語、シンボル、テクストを相互作用
的に用いる能力」が示されている⑦。「相互作用的」の
相互としては、言語行為における人と人との相互作用の
面と、言語内容としての分野・領域の相互作用の両面が
考えられる。今後、この能力をいかに育成していくかが
課題となる。OECD教育研究改革センター（CERI）は、

「21 世紀のコンピテンシー」に対応できる「イノベーティ
ブな学習環境」について 7つの原理にまとめ提言してい
る⑧。その中の一つとして「原理 7　水平的な関係をつ
くる」を挙げ、「効果的な学習環境は、知識や教科の領
域を超え、広い世界や地域にわたる『水平的なつながり』
を強力に促進する。」⑨と説明している。これは、「教科
等横断的な指導」に繋がる原理と言える。
　学習指導要領では「コンピテンシー」という語は直接
使われていないが、「資質・能力」がこれに相当すると
考える。したがって、前掲の「教科等横断的な視点に立っ
た資質・能力」は、田熊・秋田（2017）の言葉を使えば「教
科横断的コンピテンシー」と言い換えることができよう。
　「コンピテンシー」の中身に関しては、本研究では、
特に教科等横断的な視点から「人間理解に関わる資質・
能力」として位置づける。「人間理解に関わる資質・能力」
は、一教科で育成し得るものではなく、各教科等の教育
内容を相互の関係でとらえる教科等横断的視点が必要と
なる。本研究では、その育成過程を「人間理解へのアプ
ローチ」としてとらえ、教科等横断的指導を手だてとす
る。「コンピテンシー」の育成には、「思考力」「表現力」
が関与する。「表現」された結果ではなく、「表現」を生
み出す過程に「思考」が深く関わり、その過程を通して「コ
ンピテンシー」が育成されると考える。特に、言語・絵
画・動作等の「表現」を生み出す過程に「思考」が深く
関わり、コンピテンシー育成に有効であるとの仮説を立
てた。以上の点をふまえ、本研究では、「人間理解に関
わるコンピテンシー育成」のための教科等横断的指導の
授業を構想し、実践し、その結果について考察していく。

Ⅱ．方法
　合科的指導として実施した国語科と図画工作科の教科
横断的指導の実践 2例について、それぞれ分析・考察す
る。なお、国語科と図画工作の 2教科についての扱いの
ため、教科横断的指導と呼ぶことにする。
₁）実践 1
①対象
　岐阜県内Ｋ市の公立Ｎ小学校 4年 2組 32 名を対象と
した。
②実施日時・場所
　授業は、2016 年 3 月 15 日の 5時間目・6時間目に、

Ｎ小学校 4年 2組で行った。
③授業者
　筆者が主担当（Ｔ1）となり、学級担任の男性教師が
補助（Ｔ2）として入り、2人体制で授業を進めた。
④教材
　2時間続きの授業のうち、1時間目は図画工作科 4年
教材「からだでかんしょう」（日本文教出版 3・4年下）
⑩に掲載されている絵画を主な教材として用い、2時間
目には国語科 4年文学的文章教材「ごんぎつね」の挿絵
と文章を用いた。挿絵は、児童が初めて見る条件設定と
するため、対象小学校で使用している国語教科書（光村
図書）とは異なる教科書会社（教育出版）⑪の箕田源二
郎による挿絵とした。使用した挿絵は第 2場面で、ごん
が六地蔵のかげから背伸びをしつつ白い衣装の葬列（兵
十の母親を弔う葬列）を見ており、その背後には、赤い
ひがん花が咲いている。近景にひがん花、遠景に葬列、
その間に六地蔵とごんが配置されている構図である。
⑤授業構成（実践の手順）
　2時間続きの授業構成とし、1時間目は図画工作科の
絵画作品の真似をするという活動の授業、2時間目は国
語科の文学的文章教材「ごんぎつね」の挿絵と文章をも
とに真似をするという教科横断的な授業を行った。
　1時間目では教科書の「からだでかんしょう」の題材
として採録されている絵画 3作品、「三代目大谷鬼次の
江戸兵衛」（東洲斎写楽、1794）・「立てる像」（松本竣介、
1942）・「笛を吹く少年」（エデゥアール・マネ、1866）
を提示し、グループごとにその中の一つを選択し、真似
をするという活動をさせた。各自で真似をしてみた後に
グループで交流した。グループでの交流の様子を、Ｔ2

の補助として入った担任教師がビデオ撮影し、最後にそ
れを再生してクラス全体で交流した。
　2時間目は、「ごんぎつね」第 2場面の挿絵を見てグ
ループ内で真似をする活動をし、その後、グループ活動
の様子をビデオ再生してクラス全体で交流した。
　本授業では絵画の提示が多いため、パワーポイントを
作成し、電子黒板で大きく映しながら授業を進めた。ビ
デオの再生も電子黒板で行った。
⑥分析の方法
　授業の効果を、児童の文章をもとに分析する。具体的
には、①絵画の動作化の感想、②「ごんぎつね」の挿絵
と本文の対照後の動作化の感想記述である。クラス全体
のデータをフリーソフトＫＨ coder（樋口耕一、2015）
により分析することにした。
₂）実践 2
①対象
　岐阜県内Ｋ市の公立 K小学校 4年 3組 39 名を対象と
した。
②実施日時・場所
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　授業は、2016 年 11 月 4 日 4 時間目に、Ｋ小学校 4年
3組教室で実施した。
③授業者
　授業者は筆者であり、国語科と図画工作科の教科横断
的指導を 1時間行った。
④教材
　実践 1と同様、国語科教科書教材「ごんぎつね」の挿
絵と図画工作科教科書教材「からだでかんしょう」の絵
画作品を用いることにした。絵画 3 作品のうち、「三代
目大谷鬼次の江戸兵衛」は上半身のみで、特に手が象徴
的に描かれている。「立てる像」と「笛を吹く少年」は
全身が描かれている。
　今回用いた国語科教科書の「ごんぎつね」の挿絵は、
教育出版⑫・学校図書⑬・東京書籍⑭の挿絵である。実践
1では、第 2 場面を取り上げたが、実践 2では第 6場面
の最後のみを取り上げた。上掲 3社の挿絵は、対象校で
使用されている光村図書の挿絵と異なる構図となってい
る。光村図書の第 6場面の挿絵は、横たわるごんと、少
し離れて、取り落とされて筒口から煙が細く出ている火
縄銃と兵十の足元だけが描かれている。それに対し、学
校図書では、ごんのそばに駆け寄って行き、前屈みでご
んを見つめている兵十の後ろ姿が描かれている。教育出
版では、戸口を出ようとするごんに火縄銃の銃口を向け
る兵十の上半身が斜め後ろから描かれている。東京書籍
では、火縄銃を取り落としたまま、真横に横たわるごん
を見下ろす兵十の後ろ姿がほぼ中央に描かれている。
⑤授業構成（実践の手順）
　実践 1と同様に、最初に図画工作科教科書の「からだ
でかんしょう」の題材として採録されている絵画 3作品
を提示し、その中の一つについて真似をする活動を行っ
た。その後に、3社の国語科教科書の挿絵から一つを選
び、動作化を行った。実践 1と同様、絵画や挿絵の提示、
および動画の再生は電子黒板を使用した。
⑥分析の方法
　授業の効果は、授業の前後に行った事前・事後テスト
と、「ごんぎつね」の第 6場面における動作化にかかわ
る児童の感想記述をもとに分析する。
　事前・事後テストは、小学 1年生の文学的文章教材「お
おきなかぶ」に関する出題とした。有名な話であり、1
年生での既習教材であるが、人物に関する文章表現と絵
画表現を正確に対照しなければならない問題として文章
を作成した。「おじいさんが　おばあさんをひっぱって
……」という文章を提示し、その場合の絵が①と②のど
ちらになるかの選択をする問題である。1 年生で習った
教科書の本文は、「（かぶを　おじいさんが　ひっぱって）
おじいさんを　おばさんが　ひっぱって……」であり、
前からおじいさん・おばあさん、最後にねずみの順であ
る。しかし、今回の事前・事後テストでは、助詞の「が」「を」

に注意して読んで全体をイメージすると、一番前にねず
み、一番最後におじさんの順になる。事前テストでは①
が正解、事後テストでは②が正解というように、イラス
トを上下入れ替えて出題した。文章と絵を対照して、正
確に人物の動きや順番のイメージを構築できているかを
問いたいと考えた。また、そのイラストを正解として選
んだ理由も記述させた。

　事前・事後テスト、授業の感想記述については、量的・
質的な分析を行うことにした。

Ⅲ．結果
（1）授業 1：二次元から四次元へ主体的に移行した実践
　今回の実践 1の前半にあたる図画工作科の絵画の真似
では、全グループが同一の絵画「笛を吹く少年」（エデゥ
アール・マネ、1866）を選択した。
₁）授業の様子
①絵画「笛を吹く少年」の二次元の動作化の授業記録
Ｔ 1「やってみてどうだったか発表してくれますか？」
Ｃ　「ふえをふく少年をやってみて、ボウシや持ち方な

どを考えるのがたいへんだった。」
Ｃ　「人をマネるより、絵をまねるのは鏡になってしまっ

て大変でした。」
Ｃ　「あしや体のむきなどこだわる点が多かったためす

こしむずかしかった。」
Ｔ 1「足のかどまでよく考えれていましたね。」
Ｃ　「実際に体でマネてみるのははじめてだったけどお

もしろかった。」
Ｃ　「リコーダーはいつもたてにふくけど横にしてみた

のはいつもとちがっていた。」

図１　事後テスト（一部分）
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Ｃ　「黄色のところもマネするのが…」
Ｔ 1「これは何かな？」
Ｃ　「ケース‼」「もう一つのふえ。」
※撮影したビデオを見る。（ビデオ再生）
Ｃ　「○○さんがよく見える！」
Ｃ　「まだ準備中ーっ！」
※楽しそうに笑う子たち。
Ｔ 1「さっきは自分の感想を言いましたが、他の人を見

て感想を言ってみてください。」
Ｃ　「○○さんが黄色のやつをつけていて良いなと思い

ました。」
Ｃ　「ボウシを再現していて良いと思った。」
Ｃ　「○○さんと○○さんがふえの持ち方を工夫してい

た。」
Ｔ 1「持ち方。どっちが上からか下からか。」
Ｃ　「○○さん、目線を気をつけていた。」
Ｃ　「○○さん、足を再現していて良かった。」
Ｔ 1「ポーズを再現していた。」
Ｃ　「4分の 1の上らへんをふいていた。」
Ｃ　「○○さんが体がそってて良いと思いました。」
Ｔ 1「かっこいいね！」
Ｃ　「2班の人が絵にあるように先っぽがでるとこまで

再現していた。」
Ｔ 1「1 番 2 番 3 番の絵を選ぶとこからはじめて、再現

してくれました。」
Ｔ 1「グループでプリントをあつめてもってきてくださ

い。」
②挿絵「ごんぎつね」の四次元の動作化の授業記録
※ 6時間目の挨拶。
Ｔ　「次は何かな？」
※絵を見せる。（「ごんぎつね」挿絵スライド）
Ｃ　「ごんぎつね！」
Ｔ 1「色やらポーズやら、気が付いたことをメモしてく

ださい。」
Ｃ　※教科書を出す児童がいる。
　　※メモする。
Ｔ 1「書けた人はえんぴつをおいて前を向いてくださ

い。」
Ｃ　※順に書き終え、前を向く。
Ｔ 1「これから 5分くらいで、この場面を体で表現して

みてください。また工夫できるといいね。」
Ｃ　※思い思いにポーズを工夫して表現する。
Ｃ　※グループごとで話しながらポーズを練習。
Ｔ 1 ※グループ一つ一つを見て声を掛ける。
Ｔ 2 ※動画をとる。
Ｔ 1「さあ、どんな風に皆やっていたか見てみましょう。」
　　※撮影した動画を皆で見る。
Ｔ 1「おそうしきの様子も皆やってくれてますね。」

Ｔ 1「さっきのリコーダーが葬列の棒になってるね。」
Ｔ 1「では、今やってくれましたその場面の文章を少し

見てみましょう。」
Ｔ 1「この文を読んでみたいと思います。」
Ｔ 1「皆が真似をしたところが文字になっていたら線を

引いてね！」
　　※教師による音読。
Ｃ　※線を引く。
Ｔ 1「丸をつけたところや線を引いたところを教えてく

ださい。」
Ｃ　「赤い。」
Ｃ　「話し声が近くなってきました。」
Ｔ 1「なるほどね！話し声が近くなるってどうゆうこと

かな？」
Ｃ　「距離が近くなったんだと思います。」
Ｔ 1「なるほどね！真似するときもそういうところを注

意すると良いかもね！」
Ｃ　「遠く向こうには屋根～。」
Ｃ　「ごんはのび上がって見ました。」
Ｔ 1「さっきはどうやったのかな？」
Ｃ　「ひざをまげてやりました。」
Ｃ　「見え始めました。」
Ｔ 1「『見え始めました』時間を気にしたんだね！」
Ｃ　「いはいをささげています。」
Ｔ 1「そういう再現を誰かしてくれていたね。」
Ｃ　「良いお天気。」
Ｔ 1「さっきは季節や時間をゆってくれてたね。今回は

天気！」
Ｔ 1「今いろんなことに気がつけたね！今のことを更に

もう 1回気をつけてやってください。」
Ｃ　※グループごとに更に工夫して表現する。⇒ 3分
　　　・教科書を使う。
　　　・リコーダーを使う。
　　　・椅子を使う。←草むら風のセット。
　　　・上着を使う。←椅子にかけてそれに隠れる。
Ｔ 1「プリントの後ろ、6のところに今やってみた感想

を書いてみてください。」　　※ 5分で書く。
Ｔ 1「さっきとちょっと変わったところあるかな。」
Ｃ　⇒プリントに記入。（以下、記入された文）
　・いはいをささげているので悲しそうに歩いた。
　・文章を読むとごんの動きが分かるから動きをつける

ことができるようになった。
　・そうれつの者たちたちの手の場所とか歩くスピード

に気をつかえた。
Ｃ　「バレないか心配になった」※ごんの気持ちに寄り

そえた。
Ｃ　「文章を読んでからやると、文章を読んでいない時

よりも、ごんの気持ちが分かった。」
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※もう一度動画を見る。
　・教科書を使ったり、リコーダーを使って工夫してい

るところを細かく見る。
Ｔ 1「動きも音も入れてくれたね！」
Ｔ 1「1 回目より皆工夫することができたね！
Ｔ 1「では、今日の授業を振り返りを書いてください。」
　　※評価表を配る。
Ｔ 1「今日は皆の大事な時間に、いっしょに授業をさせ

てもらいました。とてもよい気づきがたくさんあっ
て、すばらしいなと思いました。」

（授業終了）
③授業における感想記述
　①「笛を吹く少年」絵画の動作化後の授業記録で撮影
した映像は、ポーズとしての静止画に近いものであった。
授業記録では、前半の絵画の動作化後に、他の児童につ
いて「ボウシを再現していて良いと思った。」という発
言があった。これをきっかけとして、他の児童や教師も

「再現」という言葉を何度か使用した。しかし、①では、
二次元の静止画としての「再現」であった。
　他方、②「ごんぎつね」の挿絵の動作化・言語化後の
授業記録では、「ごんぎつね」の動作化の活動が進むに
つれ、徐々に動きが加わり、グループ全体での劇に近い
動画の様相となった。その転換点となったのは、「話し
声が近くなってきました」「ごんはのび上がって見まし
た」「見え始めました」という本文の表現に着目したこ
とであり、それをもとに距離感や時間的経過を意識して
主体的に動的な動作化がなされていった。文章を参照し、
児童らが距離や時間等を含めた動きのある文章表現に気
づき、文章表現を検証していく作業であったとも言える。
それは、表 3の感想記述に表れている。特に、以下の 3
名の児童の記述からは、四次元の動作化に移行していく
様子が具体的に伺える。

15　そうれつの者になって、リコーダーを使ったり、
目線が下でうつむくかんじでやってみたり、「カー
ン　カーン」と自分で言ったりしました。

6　「のび上がって見ました」と文しょうにかいて
あって、のび上がるようにしました。せのびをして、
前かがみにしてポーズを工夫しました。手も少し前
に出ていたので、前に出しました。六地ぞうさんに
かくれているから、いすを使って、やりました。

7　「人々が通ったあとには、ひがん花がふみ折られ
ていました。」という所から、ひがん花をイメージ
して、折るところをさいげんしました。五はんがリ
コーダーを使って、持っているものをやっていたの
で、それをマネてやったりしました。六じぞうさん

をうわぎでさいげんし、本物の色になりました。楽
しかったです。

　動作と言語が結びついたことで「のび上がる」という
複合語動詞、「カーン　カーン」という擬音語、「さいげ
ん（再現）」という抽象名詞の動作化に関わる語等を捉
え表現することができた。意欲・関心・興味が下支えし、
2時間の中で動作化・言語化の主体的学習活動がなされ、
静的な二次元の絵画・挿絵から四次元の動的な動作化へ
と発展させる効果があったと考えられる。

（2）授業 2：二次元から四次元へ焦点化した実践
①事前・事後テスト得点
　事前・事後テストの結果について、正解を 1点、不正
解を 0 点として処理し、人数をまとめると、事前では
1点が 22 人、0点が 17 人、平均点が 0.56、標準偏差が
0.50 であった。事後では、1点が 37 人、0点が 2人、平
均値が 0.95、標準偏差が 0.22 であった。Cochran Ｑの
検定を行ったところ、Ｑ値が 15.00、漸近有意確率が 0
であり、事前・事後の得点比率に 0.1％水準で有意差が
あったと言える。また、事前と事後での中央値の差につ
いて、Wilcoxon の符号付き順位検定を行ったところ、Z
値 -3.873、漸近有意確率（両側）が 0となり、0.1％水
準で有意差が認められ、事後の点数の方が有意に高かっ
たと言える。

②選択理由の記述　
　表 4では、事前・事後テストの理由記述から抽出され
た語を類別し、全体での使用回数と、1人あたりの使用
平均値（抽出語の出現回数を事前・事後の正解者・不正
解者の人数で割った数字）を求めた。事前・事後テスト
の解答理由記述における抽出語を見ると、正解者の上位
に「おじいさん」「おばあさん」などの人物に関する語

表₁　事前・事後テストの得点と検定結果
　　　（CochranＱの検定）

表₂　事前・事後テストの検定結果
　　　（Wilcoxonの符号付き順位検定）
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表₃　「ごんぎつね」動作後および授業後の感想記述
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群が位置している。また、「文・文章・話」についても、
正解者の方が使用平均値が高い。これらは、問題文の最
初の行における「おじいさんが　おばあさんを　ひっ
ぱって」以下における人物の相互関係の把握に重要な意
味を持つ。「が」「を」の助詞に着目し、イラストを選択
できたかに関わる。この言語情報と視覚情報（イラスト）
を正しく対応させた正解者の割合が、事前に比べ事後で
は高かったと言える。
③感想記述
　表 5 では、動作前後の感想記述の文字数の平均値を t
検定により比較した。その結果、動作前の平均文字数
は 24.7、動作後の文字数は 33.9 であり、5％水準で有意
差が見られ、動作後の方が動作前よりも文字数が多かっ
たと言える。また、表 6のように、動作前の感想記述と
動作後の感想記述における品詞別の数量を比較したとこ
ろ、特に形容詞・動詞・副詞・名詞について動作後の方
が多い結果となった。

　表 7 は、動作前後での感想記述の字数変化をもとに、

字数増加の大きい児童から順に感想記述を並べた。この
表からは、20 人の字数が増加し、2名が変化なし、11
名が減少したことが分かる。特に大きく増加した 20 名
のうち、通番の 9番までの児童は、動作前にはなかった
語を動作後は用い、感想の内容に深化が見られる。児童
１は「ひょうげん」2 回、児童 2は「気持ち」3回、児
童 3は「がっかり」2回、児童 4は「表げん」2回と「し
んでしまったように」、児童 5は「気持ち」2回と「打たれ」
2回、児童 6は「死ぬ」、児童 7は「こわかった」「なりきっ
ていた」、児童 8は「むずかしかった」と「じょうずに
やっていて」、児童 9は「ひょうじょう」「気持ち」を動
作後で用いている。以上は、動作によって深化した感想
記述である。他方、10 番以降の児童では、児童 10「た
のしかった」「おもしろい」、児童 11「楽しい」、児童 15
「きもちよかった」、児童 16「楽しかった」、児童 24「楽
しかった」、児童 28「やった～！」、児童 29「おもしろかっ
た」というように、活動としての楽しさを感想に書いて
いる。また、動作化の効果に触れる感想もあった。児童
12・児童 13 の動作前の記述「ほかの作品とはちがって、
兵十とごんだけをうつして、より兵十がかなしんでいる
ことがわかります。」「自分たちのきょうかしょとえがち
がって、びっくりしました。あと、兵十がうつっていま
した。」は、二次元の静的な挿絵についての感想であるが、
動作後の「自分でやってみて、より兵十がかなしんでい
ることがわかった。Ｒさんは、うしろすがたでとてもか
なしんでいることがわかる。」「いがいにむずかしそう。
じっさいにやったほうがいいと思いました。え（絵）の、
とおりの向きなのですごいと思いました。」は四次元の
動的な活動についての感想になっている。しかし、その
一方で、第 6場面の動作をした後には、児童 25「いや
なかんじがした。」、児童 26「本当にころしたきぶんだっ
た。」という感想を持つ者もいた。動作化により、擬似
的ではあるが死に直面する体験になる。児童 4は「ごん
をまねしていた人は、ごんがしんでしまったように、上

表₄　事前・事後テストの理由記述から抽出された語
※事前正解・事前不正解・事後正解では 2回以上の出現回数の語を対象とし、事後不正解は 1回以上の語を対象とした。

  動作前 動作後 有意水準 
文字数 24.7(16.7) 33.9(29.4) ＊ 

表₅　動作前後の感想記述の平均文字数（ t 検定）

表₆　動作前後の感想記述における品詞別語数
 （ＫHcoderによる）　
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表₇　動作前後における感想記述と字数変化
� ※動作前後の記述が揃っていない 6名は除外した　　

通番 動作前 字数 動作後 字数
字数
変化

1

ごんがばたりとしてさいげんできたと思います。あと小さ
く、くりがかためておいてあるのが分かります。

48 ひなわじゅうだとあぶないからほかの物できつねも、にせので、
あってとったので、とても体でまねをしていることが、かんじら
れました。Ｍさんが、本ものみたいにＣ（挿絵）をひょうげんし
ていたので、Ｃ（挿絵）のひょうげんがみていて分かりやすかっ
たです。

120 72

2

教科書とはちがう絵で角度で、いろいろ分かりやすい部分
などもあったり、ルーズのようなとり方だなと思いまし
た。

53 ひょうじゅうがくりを見て、火なわじゅうをおとしてからの気持
ちがよく分かり、とてもかなしくなるひょうじゅうの気持ちがよ
く分かりました。Ｒさんが、とってもがっかりして火なわじゅう
をおとしている気持ちがよく伝わってきました。

109 56

3
兵十がとてもびっくりして、かなしんでいるかんじ。 24 兵十がとてもびっくりして、がっかりして、かなしんでいるかん

じ。Ｒさんの、まねが兵十がとてもがっかりしているかんじ、か
なしんでいるかんじがよくわかった。

75 51

4
兵十が、ごんをうっておちこんでいることが、とても感じ
ます。

30 ごんをまねしていた人は、ごんがしんでしまったように、上手に
表げんしていたし、兵十のまねをしている人は、本当に、おちこ
んでいるように表げんをしていました。

76 46

5
とてもかわいそう。 9 とてもだめだったという気持ち。打たれた気持ち。とてもすごい

なあと思いとても打たれているかんじ。
47 38

6
ほかの教科書はこんな絵もあるんだなぁと思いました。 25 いろいろたいせいがたいへんでした。死ぬということはいやなこ

とだととっても思いました。Ｒさん→やり方がうまい。
54 29

7
フロに入っていないのにキレイ。うたれたのに血がない。
人形こわい。リアルすぎ。

38 バタリとたおれるとき、こわかった。ごんも実えんしていたので
いいと思いました。みんな、なりきっていたのでよかったです。

58 20

8
兵十が今どきのおっさんだと思いました。 19 とてもむずかしかったです。みんなじょうずにやっていてすごい

と思いました。
36 17

9
ほんもののように工夫してやりました。つつやきつねのに
んぎょうもつかった。

36 本当にやっているかんじがしたりしてたのしかった。みんな工夫
していてひょうじょうや気持ちがよくつたわった。

52 16

10 天ごくにいるようだから。 12 たのしかった。きつねのやくはらくだった。おもしろい。 26 14

11 かわいそう 5 なんか楽しい。みんな工夫していた。 17 12

12
ほかの作品とはちがって、兵十とごんだけをうつして、よ
り兵十がかなしんでいることがわかります。

46 自分でやってみて、より兵十がかなしんでいることがわかった。
Ｒさんは、うしろすがたでとてもかなしんでいることがわかる。

58 12

13
自分たちのきょうかしょとえがちがって、びっくりしまし
た。あと、兵十がうつっていました。

43 いがいにむずかしそう。じっさいにやったほうがいいと思いまし
た。えの、とおりの向きなのですごいと思いました。

53 10

14 何をやっているかがわからない。 15 きつねがかわいかった。うまくできた人がすごい。 23 8

15 えがきれい。 6 きもちよかったです、すごい。 14 8

16 ごんのたおれかたがちがった。 14 楽しかった。しっかりとまねをしていました。 21 7

17 ちょっとむずかしそう。 11 ごんのたおれかたが工夫してあった。 17 6

18
いまひなわじゅうをおとしてけむりがでているところだと
おもいました。

33 かなしそうだなとおもいました。いろいろなまねのしかただなと
おもいました。

36 3

19 ほんとうにしょんぼりしているかんじ。 18 ほんとうになよっとなってたいへんそう。 19 1

20 自分のとちがっていいと思った。 15 かなしそうだった。すごかったよー 16 1

21 ない 2 ない 2 0

22 かなしそうな感じ。 9 かなしそうな感じ。 9 0

23 えがうまい。 6 やってない 5 -1

24
さいしょにきょうかしょで見て、かわいそうだなと思いま
した。

29 楽しかった。みんなじょうずで、すごいと思いました。
25 -4

25 わかりやすいのと分かりにくいのがある。 19 いやなかんじがした。にていた。 15 -4

26 ごんがかわいそうだったとおもいました 18 本当にころしたきぶんだった。 14 -4

27 ふつうにうたれているなと思いました。 18 すごくにていた（兵十に）。 13 -5

28 ゴンってよわいな～。 10 やった～！ 5 -5

29
火縄銃を取り落としたところがかためてあったところがう
つっていたから。

34 おもしろかった。Ｃ（挿絵）のやつにとてもにていた。
25 -9

30 なんだと思ったひょうじょうじゃないかと思いました。 25 なんともいえなかった。 11 -14

31
ごんがやっていたことをしって、うつのじゃなかったと、
悲しい感じ。

32 やっていない。
7 -25

32
ごんが立っていてほそ長いなぁと感じた。あと兵十がハゲ
ていると感じた。

34 すごいなと思った。
9 -25

33

ごんがたおれている様子がＡ、Ｂよりもものすごく分かり
ます。さらに、兵十がひなわじゅうをバタリと落とす直前
も分かりました。Ｃは、それらがとてもよく分かりまし
た。

79 私は、兵十のやくをやりました。そしたら、兵十が火なわじゅう
をバタリと落とす場面がとてもむずかしかったです。

53 -26
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図₂　国語科と図画工作科の教科横断的指導のカリキュムモデル（山田，2017）
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手に表げんしていたし、兵十のまねをしている人は、本
当に、おちこんでいるように表げんをしていました。」、
児童 6は「いろいろたいせいがたいへんでした。死ぬと
いうことはいやなことだととっても思いました。」との
感想を書いている。

Ⅳ．考察
（1）授業について
　本研究では、人間理解に関わるコンピテンシー育成を
めざし、教科横断的指導を手だてとする授業実践を行い、
その効果について検討した。1例目の実践では、言語と
絵画を学習教材として、児童らが自発的に、二次元の静
的な動作から四次元の動的な動作へと学習活動を発展さ
せた。コンピテンシーは、自発性や意欲にもかかわる概
念である。1 例目をふまえて四次元での動作化に重点を
置いて授業構成した 2例目の実践では、人物の動作に関
わる言語及び絵画を対応させる事前テストと事後テスト
の結果において有意差が見られ、授業効果が確認できた。
また、動作前後での感想記述に人間理解における深化が
見られた。以上の実践 2例から、国語科と図画工作科の
教科横断的指導が人間理解に関わるコンピテンシー育成
に効果を及ぼすことが示唆された。そこで、今回の実践
2例をもとに、国語科と図画工作科の教科横断的指導に
関して、今後の実践と研究に繋がるカリキュラム案を提
示したいと考えた。

（2）カリキュラムについて
　本研究での 2実践をもとに、「コンピテンシー」と「テー
マ」を観点とし、図 2のカリキュラムモデルを作成した。
　佐藤（1996）は、カリキュラムを「教師が組織し子ど
もたちが体験している学びの経験（履歴）」と定義し、
その立場から、「カリキュラムの問題は、教師と子ども
の経験と実践の実相に即して探究されるべきである」⑮

と提言した。しかし、カリキュラムは、「教育課程行政
の中央集権化を背景として、教室における授業（学習）
レベルで具象化されない用語」になり、「カリキュラム
と授業の二元性」が生じているとし、その問題の基底に
は、「開発者と実践者の分離、さらには、実践者と研究
者の分離という問題が横たわっている」⑯と指摘した。
田熊・秋田（2017）は、「カリキュラムと教授法」の一
体化の重要性を説き、「カリキュラムと教授法が一体化
されている教室では、学習機会のインパクトは最大にな
り、意図された内容を生徒はよく理解し、知識とスキル
を効果的に習得することができる。カリキュラムと教授
法は相互に作用しあう」⑰と述べた。
　本稿では、「人間理解へのアプローチ」という「テーマ」
のもとに、国語科と図画工作科において内容をクロスさ
せ、カリキュラムを作成することとした。実践時期の関
係から現行の小学校学習指導要領（平成 20 年）とそれ

にもとづく教科書を使用したが、カリキュラムモデルに
ついては、今後の教育への提言となるよう新学習指導要
領（平成 29 年 3 月公示）を反映して構成し直すことに
した。
　「人間理解へのアプローチ」を教科横断的指導の手だ
てとし、「人間理解に関するコンピテンシー」の育成を
上位に掲げた。その下に、両教科の教科目標・学年目標・
学年別内容・教材に関する事項を位置づけた。教科目標・
学年目標・学年別内容は、新学習指導要領（平成 29 年
公示）で提示されている文言を抜粋、要約などして盛り
込んだ。国語科と図画工作科の教材は、「人間理解への
アプローチ」のテーマに関連性があり、相互交流が可能
なものを選定することにした。モデル及び授業実践では、
現在使用されている平成 27 年度版教科書を用いた。国
語科と図画工作科の目標・内容を横断的に繋げ、教科横
断的な具体的授業構想へと方向づけることとした。
　重視したいと考えるのは、国語科では「人との関わり
の中で伝え合う力」である。これに関して、新学習指導
要領では、「日常生活における」と直接体験に限定して
いるが、授業や教科書教材等を介した学びによっても「人
との関わり」を疑似体験し、「伝え合う力」を高める可
能性が期待できる。疑似体験では、場面をイメージでき
るかが重要な条件になる。イメージ構築の方法としては
言語表現による方法の他に、絵画表現や造形表現等によ
る方法もある。教科を越えた「表現」の相互作用の点で、
国語科と図画工作科の教科横断的指導の可能性がある。

Ⅴ．まとめ
　本研究では、挿絵を用い、人間理解に関するコンピテ
ンシーの育成を目指した国語科と図画工作科の教科横断
的指導を試みた。人間理解に関すること、心情や死など
の抽象的なものへは理解がなかなか及ばない児童の実態
に対して、共感的コンピテンシーの育成が求められてい
る。個々の教師の裁量によるのではなく、カリキュラム・
マネジメントにより、教育全体で教科等横断的コンピテ
ンシーを育成する工夫をしていかなければならない。本
研究では、国語科と図画工作科の教科横断的指導を行い、
児童の記述や事前・事後テストの結果から一定の効果が
示唆された。今後さらに、人間理解に関するコンピテン
シーの育成に関し、カリキュラム・マネジメントにより
体系的なあり方を追究し、実践へと繋げていきたい。
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Abstract
　　In� this� research,� I� examined� lessons�and�curricula�using�cross-curricular� teaching�with� the�goal� of�
developing�competency�regarding�human�understanding.�Specifically,� it�attempted�to�verify�the�effectiveness�
of� cross-curricular� teaching� in� two�practices�with�an� interdisciplinary�approach�combining� the� Japanese�
language�class�and�the�arts�and�crafts�class.� In� the�first�practice,�children�used� language�and�paintings�as�
learning�materials�and�voluntarily�advanced�their� learning�activities� from�two-dimensional�(surface)�static�
motions�to�four-dimensional�(including�space�and�time) dynamic�motions.�The�second�practice�was�structured�
based�on�the�first�practice,�with�a�focus�on�expressing�motions�in�four�dimensions.��Consequently,�a�significant�
difference�was�found�between�the�results�of�the�pre-test�and�those�of�the�post-test�of�matching�language�and�
paintings�regarding�people’s�motions�and,�thus,�the�effectiveness�of�the�lesson�was�confirmed.�The�above�two�
practices�revealed� that�cross-curricular� teaching,�combining� the�Japanese� language�class�and�the�arts�and�
crafts�class,�had�an�effect�on�the�development�of�competency�regarding�human�understanding.�Based�on�these�
results,�a�cross-curricular� teaching�model� is�presented� in�this�paper�on�the�theme�of�an�approach�to�human�
understanding.
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